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【技術分類】２－ ７－ ７ メガネのレンズ／コーティング／コントラスト向上コート 
【 ＦＩ 】G02C 7/02, C08J 7/00 
【技術名称】２－７－７－１ コントラスト向上コート（NPコーティング） 
 
【技術内容】 
 コントラスト向上コートは、NP コーティング（ネッツ・ペック・コーティング）と呼ばれ、レン
ズ内側面に六角形状の赤外線吸収皮膜（半透明の特殊金属膜）が多数ドット状にコーティングされて

おり（図 1）で、コントラスト視力の向上に効果があるといわれている。各々の六角形の面積は約 0.086
ｍｍ2、厚みは約 50nmであり、レンズ面積の約 60％に対してコーティングされている。 
この表面処理を行うことによって、光干渉効果によりコントラストが増感され、物の輪郭がはっき

りと見えるようになる。文字がはっきりと見えるので、コンピュータ作業やまぶしさの軽減や昼夜間

のコントラストの改善によってドライブなどに用いられる。また、初期白内障眼に対して、NP コー
ティングレンズの装用は、グレアや薄暮時の視機能低下を軽減させる効果があるとされる。 
 
【図】 
図１ NPコーティングレンズ 

 

出典：【出典／参考資料】出典に同じ、1134頁、｢図 1 ネッツペックコーティングレンズ｣ 
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出典：｢初期白内障におけるコントラスト視力とネッツペックコーティングレンズの有用性｣、入江都、
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